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《将来に向けた取組方針》
当社グループでは2023年3月に三井不動産グループ生物多様性方針を定めました。当社グループ全体で生物多様性に配慮した
事業活動を行うとともに、サプライチェーンにおける生物多様性への影響にも配慮します。当社グループの事業活動においては、
温暖化・資源循環対応を含めたグループ環境方針に基づき、都市における貴重な自然環境の保全や、その土地の記憶や歴史を継
承する樹木・樹林の保存に努めるとともに、周辺環境との調和や生態系保全に配慮した緑地や生物生息環境の創出・復元に努め、
これらの取り組みをTNFDフレームワークを参考にしながら、積極的に情報開示してまいります。

〈具体的取組み事例〉
30by30アライアンスの一員として北海道31市町村に保有しSGECのFM
認証およびフォレストック認証を取得している合計約5,000haの山林のう
ち、天然林と人工林が混在する留萌市ユードロマップ団地163.73haを
OECM認定申請中。2024年2月中に認定見込。同森林で木材生産の場と
して使いながら、自然を守り育み、ネイチャーポジティブにも貢献するこ
とを目指している。

〈今後の課題等〉
・�OECM認定森林のさらなる拡大－グループ保有林の他、
新規・既存の開発用地での検討。
・�建設資材他、サプライチェーンにおける生物多様性への
影響の確認と負の影響をなくすための取り組みの検討。

〈社会に向けたメッセージ〉

�マークの理念：「共生・共存」
「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」

グループビジョン　

：人と地球がともに豊かになる社会をめざして
従来より保有林における天然林は極力手を付けない形での保全を進めてい
たが、今回のOECM申請を通じ人工林においても生物多様性への配慮を行
なった。
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